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導したスルホンアミド型有機触媒 1 を用いて，α位分岐アルデヒドと 1,1-bis(phenylsulfo































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、環境負荷の低い合成手法として注目される有機触媒を用いた４種類の新規
な不斉反応の開発に関するものである。まず、L-valineから誘導したスルホンアミド型有
機触媒をビニルスルホンと α 位分岐アルデヒド類との高立体選択的な不斉マイケル付加
反応へ適用し、合成が困難な四級不斉炭素を効率的に構築することに成功した。次いで、
新規なジアミノメチレンマロノニトリル型有機触媒を開発し、ニトロオレフィンとケト
ンの不斉マイケル付加反応、および芳香族アルデヒドとケトンの不斉アルドール付加反
応へ適用し、２つの不斉中心を効率良く構築することに成功した。さらに、より強力な
水素結合供与能を有するジアミノメチレンインデンジオン型有機触媒を開発し、成功例
の極めて少ないアセトンとマレイミドとの不斉共役付加反応に適用し、薬学上重要なキ
ラルなスクシンイミド骨格を効率的に構築することに成功した。これらの反応はいずれ
も、高い立体選択性と収率、優れた基質適用性を有し、有機合成上有用な反応と言える。
このように本論文は、立体選択的な炭素－炭素結合形成に有用な有機触媒開発とその立
体制御に関する種々の化学的な新知見を含むものであり、創薬化学、薬学研究に資する
成果と言える。よって、博士（薬学）の学位論文として十分な価値を有していると判断
する。 
 
 
 
 
